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●16 年目 後期が始まる （西田敬一） 

“稲荷町アートサーカス”へ 

 今期の授業は３月 13 日（月）に開始。そして３月 19（日）には栃木県笠間市の “稲荷町アートサーカス”に

参加し、学校公演が始まった。 

 このイベントに呼んでくれたのは、友田修さんである。彼は 3年前から地域おこし協力隊として、笠間駅前

の閉店していた上州屋という旅館（役者の故緒形拳が益子で陶芸を学びに来ていた時に定宿にしていたと

いう、なかなか風情がある）を借りて、「まちづくり café上州屋」と屋号を考え、３年近くギャラリーを開催する

など（サーカス資料展も開催）、さまざまな活動を展開してきた方である。 

彼はもともと優秀な都市開発のプランナーなのだが、その仕事になぜか見切りをつけ、パリにパン作りの修

業に出かけたりする、とても自由な生き方をされている方だ。その彼が３年間地域おこし支援隊として笠間市

で汗を流してきた、その最後の活動として考えたのが「稲荷町アートサーカス」。町の方々を巻きこみ、一緒

になって創作活動を行う、地域にとっての一大イベント。笠間駅前の廃ビルの外壁二面に、地元の人々との

ワークショップでつくった「かおかおさん」（古着に目、鼻、口を縫いつけたもの）を100枚以上も貼りつけたネッ

トで覆うという、高知のアーティスト吉田一郎さんが指導、制作したメインイベントを始め、たくさんの小さな動

物人形が練り歩くムンドノーボぽこブヨ～ダン、地元のさまざまなグループ（高校のスポーツクラブも参加）が

参加したパレード、そして僕たちサーカス学校の公演などなど、たのしく愉快なイベントだった。 

 このお祭りに参加しないかと友田さんからお誘いを受けたとき、この素晴らしい友田さんの企画にただ大道

芸として参加させてもらうのでは能がないというか、折角のチャンスを棒に振るというものだと思い、テントこそ
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建てられないが移動ステージのイメージで準備しようと思い、サーカス学校の倉庫から開閉幕をぶら下げられ

る鉄製の組み立て式の枠を持ちだし、それを中央に置き左右に一間ほどの黒パネルを建て、開閉幕から登

場できる、仮設ステージを用意した。このセットのおかげでパフォーマーたちの登場が一段と絵になると思い

用意したのだが、その試みは見事に成功したのではなかったか。 

 この現場での準備中、客席側に一脚の椅子を持ちだし眺めていたのだが、その間、放浪する旅芸人のイメ

ージがそれとなく脳裏に浮かんでは消えていた。フェリーニ監督の映画『道』。アンソニー・クインがオートバイ

を運転し町の広場にやってきて、ショーを始める…。僕らがサーカスショーを行うのは神社の境内なので、イ

タリアの街の広場とはいささか趣が異なるが、そんな映画のひとコマが浮かんできた。 

「サーカスはリヤカーに乗って」の旅（2014 年・2016 年）の時は、反原発のメッセージを旗印に、いわゆる放

浪のイメージというよりも、現代社会のさまざまな問題に抗議する大道芸的な活動が始まらないか、その一例

として自分たちの活動があると思っていたので、文学的というか感傷的な放浪のイメージが浮かんでこなかっ

たのかもしれない。そんなことも考えながら、野外ステージが次第に出来上がってくると、このステージを荷物

にしてパフォーマーたちと旅をすることはできないかなと、イメージが膨らんでいた。 

 ２回行ったショーは大成功で、実行委員会のメンバーから来年もぜひと声をかけて貰うことができた。 

 友田さんからも、後日、次のような褒めすぎのお言葉をいただいた。 

「天と地の間にこの日だけの舞台が出来上がり、重力に逆らって神さまの次元に近づく、中沢新一のいうジ

ャクージが、降りてきたような時間でした」（ジャクージ＝宿神。芸能の神様） 

 ただ、僕としては、ショーの中に、荒神ではないが、この世の中に対する怒りや恨みを持ち込めないかと考

えるものの、その方法が見つからず、苛立ちが身体のどこかに鬱積している状態なので、褒められるとどこか

矛盾のようなものを感じてしまう。これはいまに始まったことではないのだが。 

とはいえサーカス学校の生徒たちにこの気持ちを押しつけることはできない。彼ら自身が意識しているは

ずのこの世に対する怒りや反抗心のようなものを、どうすれば作品に生かせるか。 

それができなければ、結果的に時代の流れに飲み込まれてしまいかねない。ひとつの叫びでもいい。それ

を彼ら自身が作品の中に生かせられないだろうか。 

              ＊  

 このほかにも、3 月 19 日は地元の笠懸図書館、25 日は前橋市の遊園地ルナパークで大道芸を行った。 

 

“うんなん桜まつり”へ 

 3 月 30 日（木）朝 6 時過ぎ。サーカス学校のビッグボール、マウスバランスのケントと、水晶玉、エイトリング

のヒロキと僕の 3人がワゴン車で島根県雲南市に向かう。ひたすら高速道路を走る予定だったが、途中長野

県佐久市で下道に降りてしまう。しばらく下道を走った後再び高速に戻り、京都の手前で渋滞に巻きこまれ

そうなので、山陰方向へ迂回して雲南市へ。JR 木次駅に近づくと、近くの山里でピンク色の花をぽっと膨ら

ませた桜の木々が目にとまり、桜まつりにきたことを実感。本番は４月１日（土）と２日（日）の２日間。 

 群馬のサーカス村から約 850 キロ、12時間かけて、僕たちを乗せた車は無事に木次駅前のチェリヴァホー

ルに到着した。数分遅れてパントマイムのシルヴプレの車が到着。クラウンのふくろこうじと今回の企画を準

備してくれたホールの原有紀さんが出迎えてくれた。雲南市が地元のふくろこうじはひと足先に自宅に帰省し

ていた。 
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 この桜まつりに参加する企画を持ちこんでくれたチ

ェリヴァホールで企画を担当している原有紀さんは、

実は４年ほど前に、フランスのジプシーサーカスこと

“ロマネス”の日本公演を夢見て、ぼくの会社（ACC）

に連絡を取ってきたことがある。そのとき、僕は「え！

あのロマネスを呼びたいの？」と驚いた記憶がある。

パリの空き地に不法侵入してボロのサーカステントを

立て、近くにキャンピングカーを転がして寝起きし、赤

ん坊からロバや鶏までいる、まさしくジプシー生活その

もののサーカス一座だったからだ（偶然、10 数年前に

パリでこのロマネスの公演を見ていた。そのとき隣には、動物愛護団体の批判を受けて象を使えなくなった

ために観客が激減し、今年クローズに追い込まれているリング・リングサーカスの極東支配人のティム・ホルス

トがいたのだが、彼が困ったような顔をして、僕に楽しめたかと聞いてきたのを思い出す）。 

 原有紀さんの企画書には、海外公演の時には動物は使わないことや2010年の上海万博に参加しているこ

となどが書かれており、日本公演が不可能というわけではないと思ったものの、正直、どこかに売りこむことも

難しいと思いつつ、相乗りしてくれる施設を探し何人かの知り合いに話をしてみたが、色良い返事を聞くこと

ができなかった。 

 ロマネスを呼びたいというロマネスに打たれた彼女の気持ち。それがどのようなものなのかわかったわけで

はないが、たとえばフランスのいわゆるヌーボーシルク系のサーカスを呼びたいと思う人々とは異なる感性が

彼女の中にあることが新鮮であり、また、何か温かいもの、腐葉土のもつ暖かさのようなものがあるような気が

したことを覚えていたので、今回の桜まつりで何かできないかという彼女の相談がとても嬉しかった。 

 ふくろこうじの顔が浮かんだ。何かの折に、彼の田舎が現在の雲南市であることを聞いていた。そこで、桜

まつりで大道芸を行うだけではなく、ふくろこうじの劇場公演をすることを前提に考えましょうと原さんに相談し、

そこを核にして、シルヴプレの公演、彼らのワークショップ、大道芸、さらにはサーカス学校生徒の大道芸と企

画を膨らませた。十分な予算がなく、サーカス学校の生徒たちの出演料は投げ銭だけになってしまったが、さ

くら祭り実行委員会の面々には大好評で、ぜひまた来年もと声をかけてもらえた。 

 それにしても、実に残念だったのは、祭りの主役である、日本さくら名所 100 選に選ばれている斐伊川堤防

桜並木（さくらトンネル）のその桜が祭りの期間中に咲いてくれなかったことである。去年は満開だったとか。 

 ３日（月）の早朝。サーカス学校チームは、お世話になっていたふくろこうじの実家を出て、一路サーカス村

へ。途中ふくろこうじ宅に寄って、彼と荷物を降ろして、群馬に。サーカス学校に到着したのは、夜の９時過ぎ

であった。帰りは 15 時間の長旅だったが、往復とも何ごともなく無事であったのが何よりだ。自分の歳を考え

ると、もうあまり無理はできないと思えば、まだやりたいことができていないくせしてと荒神が憤怒の表情で睨

みつけてくる。 

 ところで、この原稿を書くために、原さんからいただいた“ロマネス”の資料を見直してみた。そこに団長のア

レクサンドロ・ロマネスの言葉があった。 

「サーカスを再び見いだすのはそれから（自分の家族と公演していた大きなサーカスをやめてから）10 年

後、ナンテールのジプシー共住キャンプの中で、私はデリアと出会って結婚し、小さなテント、古い一台のトラ

ック、数台のトレーラーを買い、そうして私たちは歩み始めたのです」 

 もともと彼の曽祖父は村の広場で野外興行をやっていたが、それが次第に大きくなって、彼はその時代の

ニーズに合わせて大きくなるサーカスが嫌になっていた。彼はジプシーサーカスに自分の世界を発見してい
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た。それはそれで素晴らしいのだが、放浪しつつもそこに家族や団員たちとともに過ごす生活があるという生

き方を、僕が選ぶことはないと思う。 

            ＊ 

 ４月 2 日（日） 地元の大間々の朝市に、ケントとヒロキを除いたメンバーでパフォーマンス。 

 ４月 15 日（土）・16 日（日） 地元の小夜戸（さやど）「花桃まつり」でパフォーマンス。 

    

足立区ギャラクシティ（こども未来創造館）公演 

 

 5 月 3 日（水）は、足立区のギャラクシティへ。ナ

ージャ先生も同行し、関口氏、僕を入れて総勢 10

名で、朝6時にサーカス学校をハイエースとワゴン

車 2台の計 3台で出発した。9 時前に会場到着。 

 すぐに舞台作りに取り掛かった。床にリノリウムを

広げるところから。中央に幕のあるセットを置き、

左右にサブロクで袖部分も作る。9 メートル四方の

舞台を作った。これは、サーカス学校公演を行う

場合のひとつの基準でもある。シルホイールの演

技を行うのに、このスペースだと安心してできる。 

2 回公演で合計約 500 名ほどの観客が集まり、シ

ョーは大いに盛り上がり、館長が挨拶に見えた。来年も呼ばれるかもしれない…。 

  ＊ 

 5 月 4 日（木） はねたき公園“グリーンだよ全員集合”（群馬県大間々町）、沢入オートキャンプ場（群馬県

みどり市）でパフォーマンス。また、ゴールデンウィーク期間中、田園プラザかわば（群馬県川場村）で、卒業

生、サーカス学校生徒が大道芸を披露。 5 月 17 日（水）桐生シルバー気功太極拳倶楽部で公演。 

 6月には毎年恒例「ナージャ先生のワークショップ」。7月には、6年目になる“サーカスバザール”（富士見市

文化会館「キラリふじみ」）。そして 16年目の後期発表会。さらに、”みんなであそぼ！森と劇場のサーカスフ

ェスタ”（練馬文化センター）での公演（チラシ参照）、8月には、2 年目となる“キッズ・サーキット in SAKU”

（長野県佐久市）と、公演が続く。サーカス学校の公演もかなり本格的になってきたといえるだろう。といっても

今後も公演が続くという根拠はないし、学校に生徒が集まらなければ、公演を企画することもできない。 

サーカス学校 17 年目前期は、9 月に始まる。 

 

★☆ サーカス学校 16 年度後期発表会 開催のお知らせ ☆★ 

2017 年 7 月 15 日（土）と 16 日（日） どちらの日も 13 時 30 分開演 

 会場；沢入国際サーカス学校 体育館 〒376-0301 群馬県みどり市東町沢入 491  

 電車でお越しの方 最寄り駅；わたらせ渓谷鉄道「沢入（そうり）」駅下車、徒歩 10 分 

 入場料無料です。カンパ箱を置いておりますのでお気持ちをいただければ幸いです。 

＊打ち上げご参加ご希望の方、宿泊をご希望の方は、あらかじめ西田までご連絡いただきますようお願いいたします。

℡090-3008-7738 もしくは k-nishida@accircus.com まで 
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●ナージャ先生のワークショップ 2017 参加者募集中 

毎年恒例ナージャ先生のワークショップ、今年は下記のように開催いたします。ご参加をご希望の方は、裏面

の申込書に記入のうえ、申込書上部に記載のある申込書送付先までお送りください。 

  
◆期間； 2017 年 6 月 11 日（日）～17 日（土） ※全日程参加できない方は、希望期間を申込書にお書きください。 

 

〔スケジュール〕 

6 月 11 日（日）18 時 集合・オリエンテーション サーカス資料館にて 

■車で現地集合の方 集合時間 17 時 30 分に、宿泊場所のサーカス資料館にお越しください。 

■電車でお越しの方 わたらせ渓谷鉄道『神戸（ごうど）駅』 17:37 着でお越しください。スタッフが出迎えます。 

6 月 12 日（月）～16 日（金）9 時 30 分～16 時 30 分 練習（12:00～13:30 昼休み） 

6 月 17 日（土） 朝 解散 

 

◆場所； ◎練習場所 沢入国際サーカス学校 体育館 〒376-0301 群馬県みどり市東町沢入 491 

◎宿泊場所 サーカス資料館 〒376-0303 群馬県みどり市東町座間 41-1 

 

◆練習可能な演目；トランポリン、空中芸（ティシュー、リング）、ジャグリング、ローラーボーラー、ハンド・トゥ・

ハンド、ジャーマンホイール、アクロバット、基礎の体づくり（柔軟・筋トレ・倒立・マット運動）など 

 

◆参加費；全期間参加の場合；40,000 円 （1 日単位：8,000 円） 

  （ワークショップ参加費・宿泊費・朝&晩の食事代・保険込。但し、昼食は各自購入） 

 

◆持ち物；トレーニング着・トレーニング靴・常備薬・洗面用具・タオルなど 

※朝晩の寒暖の差が激しくなる日がありますので、半そで T シャツに長袖のパーカーを羽織るなど、体温調

整しやすい服を持ってくるとよいです。 

 

◆募集人数；約 10 名 

 

＜お問い合わせ先＞ 

担当；長屋 ℡03-3403-0561 （平日；9:00-17:00 土日祝日は休み） 

もしくは、メールアドレス a-nagaya@accircus.com までメールをお送りください。 
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沢入国際サーカス学校 ナージャ先生のワークショップ2017  参加申込書 

＜申込書送付先＞NPO 法人国際サーカス村協会 東京事務局 担当；長屋  

◆メールの場合 a-nagaya@accircus.com  ◆FAX の場合 03 - 3403 -1583  

◆郵送の場合 〒151 -0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3- 28 -5- 402  国際サーカス村協会 長屋宛 

ふりがな 

氏名 

 

性別 

 

男 ・ 女 

参加期間          月     日から    月     日まで      日間（     泊） 

会場までの交通手段 

往路；□車   □電車/ わたらせ渓谷鉄道「神戸（ごうど）」駅まで送迎希望 

復路；□車   □電車/ わたらせ渓谷鉄道「神戸（ごうど）」駅まで送迎希望 

生年月日 

昭和 ・ 平成      年（西暦      年）      月     日生 （    歳）  

住所 

〒 

 

 

電話番号 

 

メールアドレス 

 

緊急連絡先 氏名 

 

続柄 

℡ 

 

保護者氏名 

ẑ  

続柄 

連絡先 

℡ 

< ご留意事項>  

1) 高校生以下の参加者は、保護者の同意書を用意すること。 

2) アレルギー（食べられないもの）がある人は、「備考」欄にすべて記入すること。 

備考 ẁ ḳ  ẁ  
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●公演のためニューヨークへ （卒業生 ヨシ&ナナ “タラッタラッタ”） 

3 月 21日～4月 4日まで の 2週間、ニューヨークに行って来ました。昨年 10月初め、サーカス学校の先

輩である斎藤英祐さんから、メールをいただいたことから始まりました。 

「Hey、君たち。ニューヨークに行きたいか～い？」僕たちは二つ返事で「はい！」と…。 

3 年前にバルーンパフォーマーsyan さんと英祐さんが行った公演”balloon×ninja” の再演にあたって、

内容をパワーアップさせたいということで、ことばがなくても通ずるパフォーマー＝クラウン、そしてアメリカで

は「kawaii」という言葉が浸透しているとのことで、僕たちを主催の方々に推薦してくださったのでした。 

主催の「made in japan ink」の原茂さんご夫妻、出演者の皆さんとで、メールでのやり取りを重ね、12 月に

一度、東京で顔合わせをし、また英祐さんとは日光で何度か稽古をして、本番 3日前の 22日、ニューヨーク

に到着しました。時差12時間…。昼夜逆転の生活になかなか慣れず、特にナナは、ずっと眠たくて怠い状態

が続いてしまいました。体調管理が一番大変でした。 

滞在中は原茂さんファミリーのお宅にホームステイさせていただきました。「みんな私たちの子どもよ！」と、

とってもオープンに、とっても温かく迎えていただいて、楽しく過ごしやすかったです。本当によくしていただき

ました。 

さて、本番は 3月 25 日、3回公演で、made in japan ink の皆さんが一生懸命宣伝をしてくださっていた

ので、3 回ともほぼ満席となりました。 

お客様の半分以上は在米している日本人の方々で、日本でパフォーマンスしているときの空気とそんなに

変わらないように感じました。公演後、syan さんは帰国し、英祐さんと私たち 3人は最終日までボランティア

をして回りました。チャイナタウンのチャイニーズスクール、老人ホーム、教会、日本の学習塾 kumon の 4ヶ

所で、ショーをしました。ショーの前は「一体どんな反応が、あるのだろうか？」とドキドキしていましたが、日本

でパフォーマンスしても、場所、雰囲気、都道府県、自分たちの心持ちによって、お客さんの反応は様々です。

アメリカでもそのような感じで、よい意味で、いつもと変わらずパフォーマンスができたと感じました。 

チャイニーズスクールのときは、ワーワーと、英語なのか中国語なのか、歓声が飛び交っていましたが、日

本の幼稚園でショーをしている感じでした。ことばはなくとも、楽しく触れ合うことができました。 

タイでショーをさせていただいたときは、笑いの起こる場所が思惑と大きく違っていたり、ウケるだろうと思っ

ていたところで意外な反応だったりと、違いを感じ、動揺したことを思い出しました。 

今回、2 週間という短い期間で、沢山、観光することができました。海外に慣れている英祐さんと原茂さん

ファミリーが、時間を見つけてはニューヨークのタイムズスクエアや自由の女神、マンハッタン、アメリカンなバ

ーや、トランプタワー、シルク・ドゥ・ソレイユのショー、そして日本料理が恋しくなったころに日本料理店など、

出不精で、ノースピークイングリッシュな私たちを連れ出してくださり、これでもかと沢山のおもてなしをしてい

ただきました。made in japan ink、ライオンズクラブの皆様も、公演の音響、照明、ボランティア引率など、と

てもよくしていただきました。空港についた途端に、タクシーにちょろまかされそうになったり、時差ボケの調整

がなかなかできなかったり、舞台公演のリハーサルが手違いで 20 分しかできなかったり、ヨシが濃厚チーズ

ケーキで食当たりになって吐いたりと、長く感じる濃くて楽しい 2週間でした！ 

英祐さん、syan さん、原茂さん、出会った皆様、日本で応援して下さった皆様、ありがとうございました！ 

今回はsyanさんや英祐さんの積み上げてきた自主公演。人との繋がりによりニューヨークに行くことができ

ました。これからは僕たちの実力、行動力で、パフォーマンスの場を世界に広げ、私たちの知らない世界、文

化、人々と出会い、深みのある、目指す芸人へと、成長していきいという想いがより一層強くなりました…！ 
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★木下大サーカス 

●札幌公演 公演期間 2017 年 6 月 10 日（土）～2017 年 8 月 29 日（火）   

●休演日；毎週木曜日と 6 月 14 日、7 月 12 日、8 月 16 日  

●会場；旧月寒グリーンドーム駐車場 特設会場（地下鉄東豊線 福住駅より徒歩 10 分）  

●電話；札幌公演事務局 ℡011-208-0117(6/1 まで) ℡011-858-1008（6/1 から） 

★ポップサーカス 

●和歌山公演 公演期間 2017 年 4 月 22 日（土）～2017 年 6 月 11 日（日）  

●休演日；サイトなどでお確かめいただきますようお願いいたします。  

●会場；イオンモール和歌山 大テント ●電話；和歌山公演事務局 ℡073-488-3900 

★野外民族博物館リトルワールド サーカス公演 30 周年！“ウズベキスタン国立サーカス” 

様々な栄枯盛衰の歴史を持つ国、ウズベキスタンから 11 名のアーティストが来日。 

迫力の演技と幻想的なダンスで魅せるエキゾチックなサーカスショー☆ 

シルクロードのロマンがつまったサーカスをお楽しみください！ 

●公演期間 2017 年 3 月 11 日（土）～6 月 18 日（日） ●休演日 毎週火曜日 

●公演時間 平日 11:30・14:00 土日祝 11:00・13:00・15:00 ●場所 野外ホール 

★2017 国立ボリショイサーカス 

空中ブランコやアクロバット、イリュージョンなどのほか犬、猫、熊、ジギドなど動物芸もたくさん！ 

☆福井公演 7 月 15 日～7 月 17 日 サンドーム福井 

☆東京公演 7 月 20 日～7 月 23 日 東京体育館 

☆横浜公演 7 月 28 日～8 月 6 日 横浜文化体育館 

☆幕張公演 8 月 10 日～8 月 14 日 幕張メッセ・イベントホール 

☆流山公演<初開催> 8 月 18 日～8 月 21 日 流山市民総合体育館 

☆名古屋公演 8 月 24 日～8 月 28 日 愛知県体育館 

●ウェブサイト http://www.bolshoicircus.com/  
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